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アジア経済研究所図書館
概要と業務紹介
アジア経済研究所 学術情報センター 図書館情報課
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「アジア経済研究所」
ですが、対象は「アジア」
だけでも「経済」だけでも

ありません

 開発途上国研究の専門図書館
 蔵書80万冊

• 社会科学分野
• 学術文献・一次資料

 一般公開

１．アジ研図書館とは
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蔵書概要
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 1958年：財団法人アジア経済研究所創立。
 1959年：図書資料部設置。
 1960年7月：通商産業省所管の特殊法人アジア経済研究所と

なる。
 1998年7月：日本貿易振興会（ジェトロ）と統合。

図書資料部・統計調査部資料部門と日本貿易振興会の資料室
が組織的に統合。

→アジア経済研究所図書館（市ヶ谷）、ビジネスライブラリー
（BL）（虎ノ門）に改称。（2003年分離、2018年2月BL閉館）
 2003年10月：独立行政法人化。
 2019年4月：図書館部門と出版企画編集部門を統合し、
学術情報センター設置。
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市ヶ谷時代

現在

図書館の沿革

写真出典：『アサヒグラフ』 1954年4月7日号（朝日新聞社）

岸信介当時首相

写真出典：『アサヒグラフ』 1956年10月14日号（朝日新聞社）

東畑精一初代所⾧

アジア（後進国）研究の
エキスパートを養成すること

後進国研究のための図書館ないし
資料センターをつくること

2つの注文

（『アジア経済研究所20年の歩み』より）

最初に

© IDE-JETRO ALL RIGHTS RESERVED 6

5

6



2026年

4

公開性

• 開発途上地域全域に
関する資料を収集

• 日本の知的公共財

資料収集の

「現地主義」

• ①現地語

• ②現地刊行資料

• ③現地調査

基礎資料に重点

• 新聞、雑誌

• 統計資料

• 経済開発計画書

目次
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図書館の特色
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学術情報センター

図書館情報課

総括班

情報企画班

情報発信班

情報サービス班

成果出版課

企画立案・運営
予算管理
センター全体の統括

資料情報の整理・発信
図書館システム
デジタルアーカイブ
ウェブサイト管理・運営

サービス提供・利用者対応
閲覧環境整備
展示・講演会

資料購入（国内・海外）
寄贈交換（国内・海外）
電子資料メンテナンス

図書館の運営体制
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サブジェクト・ライブラリアン

各地域関連資料の選書

現地での資料収集・資料調査

現地語資料の目録作成

各地域関連のレファレンス対応

２．ライブラリアンの仕事
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システム・ライブラリアン

図書館システムの管理・運営

デジタルアーカイブスの管理・運営

機関リポジトリの管理・運営

連携して
ます!

収集から提供までに携わります

収集 整理・
発信

提供・
保存

 選書・購入
 現地での収集

 目録作成・分類
 蔵書情報の発信

 レファレンス
 閲覧環境整備
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資料・情報の収集
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収集方針・選書基準に
基づいた計画的調達
 研究に資する国内外の学術

図書・雑誌

 現地語・現地刊行の基礎資料
• 購入、寄贈・交換

• 現地での収集

現地収集の例

ミャンマー・ヤンゴン
には「路上の大学」が
広がる

(2015年3月、2019年10月の
現地調査より）

（写真出典：上2点 小林磨理恵撮影、下2点 兵頭千夏氏撮影）© IDE-JETRO ALL RIGHTS RESERVED 12
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資料・情報の整理・発信
図書・雑誌の目録作成（含アジア・アフリカ諸語）

 図書館システムを通じた資料情報の発信
例：CiNii（図書・雑誌や博士論文などの学術情報を
検索できるデータベース）

デジタルアーカイブス管理・運営
例：「近現代アジアのなかの日本」（南満洲鉄道株式会社
関連資料の画像等、ウェブ上で公開）

機関リポジトリの管理・運営
例：ARRIDE（アジ研の研究成果を保存し、世界に発信）
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目録ネットワーク
の例

多言語目録勉強会
(2026年2月17日）
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2025年度整理点数（抜粋）
1,268 英語
649 中国語
464 日本語
439 スペイン語
318 アラビア語
292 朝鮮語
260 トルコ語
159 ポルトガル語
128 ロシア語
126 ビルマ語
114 フランス語
111 タイ語
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資料・情報の提供・保存

閲覧・利用サービス
 レファレンス

企画資料展・ブックトーク等

資料のカビ処理・脱酸性
処理・電子化等
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企画資料展の例

「中東の紛争を
知るために」
(2025年5月1日～8月28日）
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３．スキルアップと活躍の場
海外派遣

 2023年7月～2025年6月：コロンビア
ラ・サジェ大学「ラテンアメリカ諸国
の行政記録管理法制度にスペインが
与えた影響の要因と効果の分析」

 2021年8月～2023年8月：オランダ
ユトレヒト大学「欧州におけるクルド
人の出版活動と抵抗運動の軌跡」

現地調査
 2025年度：台湾（5日間）
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現地調査の例

台湾・台北にて
資料収集および
機関訪問

(2026年2月7日～11日）

（写真出典：澤田裕子撮影）© IDE-JETRO ALL RIGHTS RESERVED 18
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国立国会図書館関西館との
共催イベント
 アジア情報の収集・提供に

関するスキル向上を図ると
ともに、アジア情報関係機関
間の連携を深めることを目的
として開催
 ライブラリアンの専門性発揮
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アジア情報研修
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図書館の活動 - アジア経済研究所

アジ研図書館に蓄積した情報資源の
利用促進、図書館の認知度向上の
ための活動
 執筆：『専門図書館』『タイ国情報』

ほか
 講演：国内外学会、日本図書館協会

研修ほか
 研究：科研費・共同研究プロジェクト

図書館の活動
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是非
アクセス
してくだ
さい!
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ライブラリアン・コラム

資料展『中東の紛争
を知るために―パレ

スチナ、イスラエル、
レバノン、シリアの
政治と社会―』を終

えて / 高橋 理枝

４．募集について

新興国・開発途上国地域関連の資料・
情報を扱う図書館業務に関心がある方

22

募集中！
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 図書館情報学又は情報学の修士号（含2027年3月に修了
見込み）以上の学歴を有す方。

 人文社会科学系修士号（含2027年3月に修了見込み）又は
それ以上の学歴を有し、地域研究に関心を持つ方。
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